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１．はじめに
　本学キャリア創造学科（以下、キャリア）
には、製菓クリエイトコース（以下、製菓）、
ファッションデザインコース（以下、ファッ
ション）、ブライダルデザインコース（以下、
ブライダル）、ビューティーデザインコース

（以下、ビューティー）の 4 コースがある。
本学では従来、学生の学習成果は学園祭や学
外実習等で発表してきた。
　今回、本学と三重県志摩市は相互の連携強

化を図り相互の発展に資するため、2019 年 4
月に包括連携協定を締結した（1）。この協定は、
本学と志摩市との文化 ･ 教育 ･ 学術 ･ まちづ
くり等の分野で機能向上を図り、本学と志摩
市を中心とした地方創生を推進して地域の発
展及び活性化を図るとともに、生徒、学生及
び教職員の教育 ･ 研究に資することを目的と
している。
　この協定を締結する前段階の取り組みとし
て、志摩市の地場産業である真珠養殖やア
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の学生によるファッションショーが開催され
た。
　パールズコレクション両日においてビュー
ティーの学生は、モデルのメイクとヘア ･ ア
レンジを担当。サイドイベントとして、アコ
ヤ真珠を散りばめたオリジナルネイル体験と
ハンドマッサージを行い、製菓の学生は本学
特製オリジナルクッキーをシンポジウムやス
ペイン村のパーク内で配布した。

３．�各メディアにおけるパールズコレクショ
ンの採用状況

　2019 年 1 月 15 日（火）18 時より、三重テ
レビの地域情報番組「旬感☆みえ」に本学の
学生 4 名が生出演した（写真 2）（2）。番組で
は志摩市の真珠事業振興とパールズコレク
ションを紹介し、学生が衣装を制作したり、
ウォーキングの練習をしたりする風景も織り
交ぜて放送された。

　写真 3 は 1 月 25 日（金）に志摩市役所で
行われた定例記者会見において、竹内志摩市
長がパールズコレクション開催について発表
した様子である。本学より東田学長と 2 名の
学生が同席し、記者たちからの質問に答えた。
また、定例記者会見後にも、伊勢新聞や伊勢
経済新聞の記者から取材を受け、パールズコ
レクションに向けての意気込みを学生が語っ
た。

写真2．三重テレビ ｢旬感☆みえ｣ に出演

コヤ真珠を PR する『パールズコレクション
2019 in 志摩』（以下、パールズコレクション）
を 2 月 16 日、17 日の 2 日間開催し、メイン
イベントとしてキャリアのファッションとブ
ライダルの学生がファッションショーを行っ
た。
　本学の学生は、志摩市主催のパールズコレ
クションにおいて学習成果の発表の機会を得
ることができ、このパールズコレクションを
成功させるため、キャリア 4 コースが取り組
んだ実践記録について報告する。

２．パールズコレクションの概要
　本学の参加学生は 48 名、教職員は 9 名で
あった。志摩市の担当部署は産業振興部水産
課で、実施開催にあたり、綿密な打ち合わせ
を繰り返した。
　パールズコレクション 1 日目は、ホテル志
摩スペイン村ロビーを会場として、ファッ
ションショー、ネイルアートデモンストレー
ション、シンポジウム、パネルディスカッショ
ンが開催された（写真 1）。
　また、サイドイベントとして、ファッショ
ンの教員と学生がアコヤ真珠を使用して手作
りしたアクセサリーの展示や、三重県立水産
高等学校による、真珠養殖をテーマにしたプ
レゼンテーション、パネル展示も行われた。
　2 日目は会場を志摩スペイン村エスパー
ニャ通りに移し、ファッションとブライダル

写真1．パネルディスカッション
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　その他、パールズコレクションを採用した
メディアについて下記にまとめる。
・朝日新聞（2019.2.3 25 頁）
・毎日新聞 三重版（2019.1.26 20 頁）　
・伊勢新聞（2019.2.9 1 頁，2 頁）
・伊勢新聞（2019.2.17 2 頁）
・中日新聞（2019.2.21 朝刊 20 頁）
・中日新聞（2019.2.15 18 頁）
・真珠新聞（2019.2.1 4 頁）
・真珠新聞（2019.2.21 4 頁）
・真珠新聞（2019.3.11 1 頁，2 頁）
・伊勢新聞 ヤフーニュース
　�h t t p s : / / h e a d l i n e s . y a h o o . c o . j p /

hl?a=20190217-00000402-isenp-l24
・�CBC テレビ（中部日本放送） ヤフーニュー

ス
　�h t t p s : / / h e a d l i n e s . y a h o o . c o . j p /

hl?a=20190217-00010542-cbcv-l24
・志摩市の関連ページ
　�http://www.satoumi-shima.jp/event/

report/30/2019-in.html

４．パールズコレクション実施風景
　パールズコレクション 1 日目に開催された
ファッションショーは 3 部門で構成されてお
り、第 1 部はファッションの学生が 5 つのグ
ループテーマに沿ってデザイン ･ 制作した衣
装に志摩のアコヤ真珠のアクセサリーを着け
た「オリジナルファッション」ショーである

（写真 4）。
　第 2 部では志摩市の幼稚園生 2 名がキッズ
モデルとして、フラワーシャワーを行いなが
ら学生モデルを先導した。その先導に導かれ、
ブライダルの学生がウェディングドレスやカ
ラードレスにアコヤ真珠のアクセサリーを着
けた「ブライダル」ショーである。
　最近のブライダルシーンでは、トレンドの
アクセサリーが真珠からラインストーンやビ
ジュー、生花といった素材に移行しているが、
トレンドに左右されず、歴史と格式のあるブ
ライダルアクセサリーとしての真珠の良さを
再認識するよう PR しながらランウェイを歩
いた（写真 5）。
　第 3 部はファッションの学生が普段着とし
て身に着けているカジュアルなファッション
に、アコヤ真珠のアクセサリーをコーディ
ネートした「カジュアルファッション」ショー
である。学生のような若い世代でも、コーディ
ネートの仕方によって格式のある真珠を若々
しく着けることができることを PR した（写
真 6）。
　また、このファッションショーには、三重
県立志摩高等学校の生徒 2 名もモデルとして
参加しており、高大の連携にも繋がり、また
志摩市の若い世代にも真珠のよさや、志摩市
の特産物の豊かさをアピールできた。
　パールズコレクション両日においてビュー
ティーの学生は、モデルのメイクとヘア ･ ア
レンジ、サイドイベントとして、アコヤ真珠
を使用したオリジナルネイル体験とハンド
マッサージを担当し（写真 7、8）、製菓の学
生は、本学特製オリジナルクッキーを製作し、
シンポジウムやパーク内の来場者に配布した

（写真 9）。
　2 日目は会場を志摩スペイン村エスパー
ニャ通りに移し、ファッションの学生による

「オリジナルファッション」ショーと、ブラ
イダルの学生による「ブライダル」ショーを
開催した（写真 10、11）。

写真3．志摩市定例記者会見
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写真4．オリジナルファッションショー（1日目） 写真5．ブライダルショー（1日目）

写真6．カジュアルファッションショー（1日目） 写真7．ビューティーによるヘア ･メイク

写真8．オリジナルネイル体験                   写真 9．オリジナルクッキーの配布

写真10．オリジナルファッションショー（2日目） 写真11．ブライダルショー（2日目）
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Ｊ）ショーは大成功だったと思う。
Ｋ）�私はテレビの生放送に出ました！恥ずか

しかったけど、こんな経験ができて驚き
と嬉しさでいっぱいです。就職してもネ
タになります！

Ｌ）�充実感はんぱない！もっとショーがした
い！

Ｍ）�会場が凄くてちょっと焦った。高いクオ
リティーを求められていて緊張したけ
ど、みんなで歩けて、ショーが成功して
良かった。

Ｎ）�何度も歩く練習をしたのに、本番で失敗
して悔しかった。

Ｏ）�自分のことをアピールすることって恥ず
かしいけど楽しいと分かりました。

Ｐ）�このような機会を与えてもらって、卒業
前に貴重な経験になったと思う。最高に
いい思い出ができた。

　キーワードとしては、図 1 が示すように
「楽しかった ･ 嬉しかった ･ 良かった」が
27.4％、「いい経験 ･ いい思い出」が 22.7％、

「短大以外の場所でできた」9.1％、「最高」
9.1％、「充実感」4.5％というように、前向き
に捉えたものが 72.8％で、学生の満足感や達
成感がうかがえる。また、「何度も練習した」
9.1％、「考え直した ･ 作り直した」9.1％、「就
職してもネタ」4.5％、「悔しかった」4.5％と
いうキーワードもあるが、これは学生自身が
ファッションショーに懸命に取り組んだから
こその意見であり、これについても前向きな
意見であると捉えることができる。
　網掛け部分については、「重みと輝きが違っ
た」、「本物の真珠が欲しくなった」、「若い世
代でも意外と着けられる」、「自分たちがデザ
インした衣装と合う」、「自分たちの服がグ
レードアップした」というキーワードが抽出
できたが、これについては、学生が実際にア
コヤ真珠を身に着けたことによって得られた
発見であるといえる。
　キャリアの学生たちがパールズコレクショ

５．考察
　以下は、ファッションショー終了後に
ファッションの学生から聞かれた感想を要約
したものである。なお、コメントの中からキー
ワードと判断したものに下線を引き、学生の
発見の部分を網掛けした。
Ａ）�短大以外の場所でファッションショーが

出来て最高だった。すごくいい経験に
なった。

Ｂ）�何度もウォーキングの練習をして、決
められた時間内に歩けなかったりして、
フォーメーションやポージングを何度も
考え直した。しんどかったけど、それも
吹っ飛ぶほど楽しかった。

Ｃ）�本物のアコヤ真珠は実際に触って、重み
と輝きが違った。普段はイミテーション
の真珠を着けるけど、本物の真珠が欲し
くなった。

Ｄ）�本物の真珠は大人のものだと思っていた
けど、私たちのような若い世代でも意外
と着けられると思った。

Ｅ）�夕陽祭とパールズコレクションとで 2 回
もファッションショーができた。私は 1
年のときからファッションショーがした
かったので、2 回もショーができて嬉し
かったです。

Ｆ）�真珠がこんなに自分たちがデザインした
衣装に合うとは思わなくてビックリし
た。

Ｇ）�真珠を合わせることによって、自分たち
の服がグレードアップした感じがした。

Ｈ）�真珠アクセサリーを衣装に合わせるとい
うことで、真珠に合うように、いちから
衣装を作り直した。自分たちが納得いく
衣装ができて、ウォーキングに取り組む
気持ちも一層入った。

Ｉ）�めちゃくちゃ楽しかった！
　　�学外の人に見てもらえる機会なんてない

から、すごくいい経験になったと思いま
す。
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は後期授業が終了してからの開催となった。
そのため、ショーのウォーキング練習や、メ
イクとヘア ･ アレンジの練習、オリジナル
クッキーの製作等に取り組む時間の確保が難
しく、担当パートによっては、参加する学
生数が少ないところもあった。また、パール
ズコレクションに取り組むための時間も授業
として確保されておらず、授業以外の時間を
やりくりする必要があり、特にファッション
ショーを指導する面においては、教員の負担
が大きかった。今後は、産官学連携イベント
等に使用する科目をひとつ置き、キャリアで
同時間帯で開講するよう時間割を組むことに
よって、各コースで作業を行う時間を持った
り、キャリア合同で打ち合わせやリハーサル
を行う時間を持つことができると望ましい。
　また、ファッションショー当日、キャリア
教員の担当業務がそれぞれあり、裏方スタッ
フが少なく、写真やビデオを十分に撮影する
ことができなかった。ビデオの制作は記録の
ためにも、またひとつの作品としても重要で
あるので、今後は全学的に協力する体制が必
要となる。
　学生たちにとっても、学外でのファッショ
ンショーの実施は初めてであり、ホテル志摩
スペイン村のスタッフやパーク内で接する
方々、パールズコレクション関係者等に対し
ての挨拶や態度、一般のお客様の前に出ると
いう意識を徹底できていなかった。今後、学
生の意識を高める指導に力を注ぐ必要があ
る。

謝　辞
　パールズコレクション参加の機会を与えて
下さった竹内志摩市長をはじめ、志摩市産業
復興部水産課の皆様。ファッションショーや
サイドイベントに協力下さった三重県立志摩
高等学校、三重県立水産高等学校の関係者の
皆様。シンポジウムでお世話になった立神真
珠養殖漁業共同組合女子部の皆様。三重県東

ンにおいて、学外で学習成果を発表すること
により、達成感や充実感を得ることができた
ことは、上記の感想及びキーワードからも分
かる。
　志摩市の地場産業である真珠養殖や、若者
の真珠離れについても学び、若者でもアコヤ
真珠を取り入れやすいコーディネート法を検
討したり、実際に自身で真珠アクセサリーを
身に着けることにより、真珠についての新た
な発見もあった。
　今回のパールズコレクションでは、3 部門
のファッションショーにおいて、真珠のコー
ディネートの提案を行うことにより、地域の
活性化の役割の一端を担う充実した経験がで
きたと考える。
　ファッションショーのモデルという大役を
任された学生たちは、初めての経験にも関わ
らず終始笑顔を絶やさず務めており、高校生
モデルやキッズモデルにも声をかけ、緊張を
ほぐしたりと場の雰囲気を盛り上げていた。
また、裏方として参加した学生たちも、積極
的に自身の仕事に取り組めていた。普段の授
業の中では見せることのない学生の生き生き
とした瞳と、人前でも動じない本番の強さに
感心した。

６．今後の課題
　今回開催されたパールズコレクションは 2
月 16 日、17 日の実施となっており、本学で

図1．パールズコレクションでの感想キーワード（N=22）
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京事務所政策調整課 渥美貴史様。ネイリス
トの天白麻耶様。ファッションショー、パネ
ルディスカッションで司会を務めて下さった
萬上葉也加様。パールズコレクションのプロ
デュースをして下さった株式会社アド近鉄の
皆様。そして、素晴らしい会場を提供して下
さった株式会社志摩スペイン村の皆様に深謝
致します。
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＊掲載写真 1 ～ 3 は志摩市撮影
＊掲載写真 4 ～ 11 は本学入試広報課撮影




